
  

・ 

・ 

・ 
・ 

・ 

リ
ア
ル
避
難
行
動
体
験
！ 

 
 

九
月
29
日(

日)

14
時
発
災
の
想
定
で
。 

 
 

 
 

東
部
防
災
会
・東
部
福
祉
の
会
共
催 

 
 

 
 

本
宿
小
学
校
校
庭 

  

武
蔵
野
市
で
は
大
地
震
発
生
時
に
「 

災
害
時

要
援
護
者
」
＊1

と
「 

避
難
行
動
要
支
援
者
」
＊2

の
安
否
確
認
（救
助
も
）を
地
域
の
住
民
で
行
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
決
め
て
い
ま
す
。 

＊1

介
護
度
が
３
以
上
で
希
望
し
た
方
の
安
否
を 

 
 

確
認
し
て
、
必
要
な
ら
専
門
機
関
に
繋
ぐ 

＊2

災
害
が
起
き
た
ら
大
変
だ
ろ
う
な
と
い
う
、 

 
 

妊
婦
、
乳
幼
児
親
子
、
障
害
を
持
つ
方
、
外
国 

 
 

人
、
高
齢
独
居
者
な
ど
。
対
象
人
数
は
多
い
。 

 
 

防
災
会
も
当
日
保
管
さ
れ
て
い
る
名
簿
を
見 

 
 

る
ま
で
誰
が
対
象
者
か
は
判
ら
な
い
。
対
象
者 

 
 

自
身
も
知
ら
な
い
。 

 

大
地
震
が
起
き
た
ら
、
真
っ
先
に
要
援
護
者
安

否
確
認
（福
祉
の
会
）が
始
ま
り
、
東
部
地
域
で

は
一
時
避
難
所
の
本
宿
小
と
第
三
中
学
の
校
庭

に
、
報
告
を
受
け
る
担
当
者
が
待
機
し
ま
す
。

要
援
護
者
は
介
護
度
３
以
上
、
自
力
避
難
は
想

定
外
で
す
が
、
自
分
で
避
難
す
る
方
は
校
庭
に

逃
げ
て
来
て
、
受
付
に
来
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
人

達
の
情
報
管
理
と
、
市
に
安
否
を
伝
え
る
要
援

護
者
の
情
報
の
仕
分
け
を
ど
う
す
る
か
の
実
験

も
行
な
い
ま
し
た
。 

   
     

 
 

東
部
防
災
会
か
ら 

 

「 

東
部
防
災
会
」で
は
令
和
元
年
度
の
主
た
る

事
業
内
容
を
「 

東
部
福
祉
の
会
」と
協
力
し
て

災
害
時
要
援
護
者
と
そ
の
他
避
難
が
必
要
な
人

の
情
報
把
握
、
救
助
救
出
を
企
画
し
ま
し
た
。

行
政
は
ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
確
立
し
て
い
る
現
状
に

不
安
を
感
じ
て
い
な
い
の
か
、
大
変
疑
問
で
あ
り
ま

す
。 

 

こ
の
度
の
『 

リ
ア
ル
避
難
行
動
体
験
』訓
練
に

先
立
ち
、
六
月
30
日
（日
）に
本
宿
コ
ミ
セ
ン
で

机
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
時
要
援
護

者
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
区
分
し
た
呼
び
方

を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
防
災
関
係
者
で

す
ら
取
り
違
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
地
域
に
該

当
す
る
避
難
行
動
要
支
援
の
方
た
ち
が
ど
の
く

ら
い
い
る
の
か
？ 

支
援
者
は
何
処
ま
で
何
を
す
べ

き
か
？ 

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
の
か
？ 

課
題
だ
ら
け
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
不
安
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
す
べ
く
、
今
回

は
『 

避
難
行
動
要
支
援
者
』を
対
象
に
支
援
者

の
方
々
に
実
践
訓
練
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の

場
で
課
題
を
羅
列
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
福
祉
の
会
の
安
否
確
認
と
避
難
所
本
部
は
、

一
体
運
営
し
な
け
れ
ば
災
害
弱
者
を
支
援
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ

の
為
に
は
武
蔵
野
市
の
福
祉
と
防
災
の
部
署
が

連
携
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
す
。 

 

十
月
七
日
の
読
売
新
聞
に
東
日
本
大
震
災
を

受
け
た
改
正
災
害
対
策
基
本
法
な
ど
で
、
市
区

町
村
に
「 

災
害
行
動
要
避
難
者
名
簿
」の
作
成

を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
に
、
一
人
一
人
の
個
別
計
画
の
策
定
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
個
別
計
画
に

沿
っ
た
支
援
体
制
を
福
祉
の
会
に
求
め
る
こ
と
は

無
理
で
す
。 

 

一
方
で
、
「 

災
害
時
地
域
支
え
合
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
地
域
コ
ミ
セ
ン

の
役
割
の
中
に
、
福
祉
避
難
室
「 

お
も
い
や
り

ル
ー
ム
」開
設
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
個
々
の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
集
約
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
防
災
会
、
福
祉
の
会
、
コ
ミ
セ

ン
が
地
域
ご
と
に
連
携
を
確
立
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
恐
ら
く
機
能
し
な
い
。
今
年
度
の
検
討
課

題
と
し
て
、
三
者
に
よ
る
協
議
会
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

東
部
防
災
会
の
メ
ン
バ
ー
は
十
数
人
し
か
お
り

ま
せ
ん
。
私
的
な
考
え
方
で
す
が
、
災
害
時
は
こ

の
地
域
住
民
の
全
員
が
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
す
。 

 

安
否
確
認
、
避
難
所
の
運
営
、
防
火
防
災
知
識

等
の
日
常
訓
練
を
受
け
て
い
る
方
を
核
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
の
力
で
起
動
で
き
る
の
が
最
短
の
減

災
の
道
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。       

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
部
防
災
会
会
長 

川
島
好
勝 
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◆
十
一
月
22
日
13
時
～ 

     

百
人
一
首
か
る
た
大
会 

 

◆
十
一
月
24
日
10
時
半
～
青
少
協
本
宿
地
区  

 
 

 
 

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク 

本
宿
小
体
育
館 

 
 

◆
十
一
月
つ
ど
い
28
日
19
時
～
「平
和
を
考
え 

 
 
 
 

る
」 

地
域
で
の
自
分
の
体
験
か
ら 

 

◆
十
二
月
つ
ど
い 

19
日 

19
時
～ 

 
 
 
 

「今
年
を
ふ
り
返
っ
て
」 

 

◆
一
月
19
日 

も
ち
つ
き
大
会 

九
浦
の
庭 

 
 

 
 

11
時
つ
き
始
め 

13
時
終
了 

参
加
無
料 

 

◆
中
央
ア
ジ
ア
４ 

一
月
25
日
14
時
～ 

 

題
名
未
定 

音
楽
・
女
性
の
問
題
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
田
範
子
さ
ん
（ 

東
京
芸
術
大
学
） 

 予 告 

  

 
 
                        

 

 

 

 

 

←居合わせた方にも協力してもら
い、工具を運んで助け出し、担架
で搬送する訓練も。担架は力が
要り、大変を通り越して無理でもあ
り、大課題です 

→福祉の会は、貸与されている防
災無線３台の使い方を三丁目の添
田氏のコーチを受けて確実に使え
るようになり、いざという時連絡し合
う、もう一つの避難所第三中学校
庭との交信も成功しました。  



っ
た
我
が
家
は
ロ
シ
ア
秘
密
警
察
隊
長
の
宿
舎

に
な
り
追
い
出
さ
れ
た
。
隊
長
は
紳
士
で
、
膝 

 
 

に
乗
せ
て
遊
ん
で
く
れ
た
。
そ
し
て
連
れ
て
き 

を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
年
配
だ
っ
た
た
め
か
２

年
で
許
可
さ
れ
、1947

年
帰
国
へ。 

 

引
揚
列
車
は
石
炭
用
貨
車
。
列
車
は
時
々
止

街づくりができるのは、そこで生活生活生活    する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 

了
時
間
を
早
め
に
設
定
。
子
ど
も
の
ゲ
ー
ム
は
そ
の

分
早
く
開
始
。
二
日
目
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
本
宿
場
所

も
盛
会
で
し
た
。
校
庭
花
火
の
前
に
、
鼓
鳩
さ
ん
の

和
太
鼓
と
昨
年
に
次
ぎ
本
宿
小
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
演

奏
を
披
露
。
浴
衣
姿
で
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を

吹
く
子
も
い
て
、
大
喝
采
。 

◎
九
月
14
・
15
日
、
女
子
大
通
り
秋
祭
り(

秋
祭
り

運
営
委
員
会
。
元
光
会
祭
礼
）
。
今
回
は
子
ど
も
神

輿
と
山
車
の
経
路
を
少
し
長
く
し
ま
し
た
。
九
浦
の

家
で
は
、
恒
例
の
ガ
リ
ガ
リ
君
と
麦
茶
の
サ
ー
ビ
ス
。

参
加
児
用
お
菓
子1

3
5

袋
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
カ
ー
ド

5
0
0

枚
も
あ
ら
か
た
は
け
る
参
加
者
。
１
等
賞
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
家
族
招
待
券
で
し
た
。
四
軒
寺

町
会
の
神
輿
も 

◎
十
月
20
日 

吉
祥
寺
東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

次
号 

◎
十
月
25
・
26
日 

三
中
く
ぬ
ぎ
祭 

 
 

次
号 

◎
本
宿
小
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
草
む
ら
に
ヤ
マ
カ
ガ
シ

が
。
蛇
情
報
も
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す
。 

◎
八
月
29
日
夕
方
５
時
過
ぎ
、
五
日
市
街
道
、
宮

本
小
路
交
差
点
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
横
断
歩
道

を
横
断
中
の
高
齢
女
性
が
車
と
接
触
か
。
ギ
タ
ー
を

背
負
っ
た
若
者
な
ど
多
数
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し

た
。
時
間
が
時
間
だ
け
に
、
五
日
市
街
道
大
渋
滞
。 

◎
東
町
交
通
事
故
（
七
月
24
～
九
月
23
） 

【人
身
事
故
】
一
丁
目
２
件(

吉
祥
寺
通
り
１
、
五
日

市
街
道
１)

、
二
丁
目
１
件(

吉
祥
寺
通
り)

（車×

自

転
車
２
、
自
転
車×

歩
行
者
１
） 

【物
件
事
故
】
一
丁
目
13
件
（五
日
市
街
道
１
、
女

子
大
通
り
２
、
駐
車
場
内
４
） 

二
丁
目
７
件
（女
子

大
通
り
２
駐
車
場
内
２
他 

三
丁
目
２
件
（駐
車
場

内
１
）四
丁
目
５
件
（駐
車
場
内
２
他
）（車×

車
、

車×

物
８
、
自
転
車×

車
３
、
自
転
車×

自
転
車

１
、
自
転
車×

歩
行
者
１
、
バ
イ
ク×

車
２
、
自
転

車×

物
１
、
） 

◎
九
月
20
日
三
丁
目
で
公
然
猥
褻
。
十
時
半
頃
、

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
解
除
中
に
気
配
を
感
じ
た
ら
露
出
者
。 

 

「 

戦
争
と
私 

満
州
に
生
ま
れ
て
」 

 
 

 
 

東
町
三
丁
目 

竹
山
悠
紀
子
さ
ん 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月

28
日

14
時
〜 

 1932
年
満
州
国
建
国
、
満
蒙
開
拓
団
入
植
、

ソ
連
侵
攻
後
の
悲
惨
な
帰
国
ま
で
の
苦
難
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
満
州
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
新
天
地
に
か
け
て
、
多
く
の
日
本

人
が
渡
満
し
ま
し
た
。
竹
山
さ
ん
の
父
上
は

1935

年
32
歳
の
若
さ
で
満
鉄
病
院
長
の
職
を

得
て
妻
子
を
連
れ
移
住
、
ロ
シ
ア
国
境
ブ
ハ
ト

を
皮
切
り
に
各
地
の
満
鉄
病
院
を
３
年
毎
に

転
勤
し
ま
す
。
医
者
は
頼
り
に
さ
れ
大
切
に

さ
れ
、
乗
馬
や
ダ
ン
ス
を
し
て
優
雅
な
生
活
を

送
っ
た
両
親
。
五
族
協
和
、
多
様
な
民
族
が
い

て
理
想
郷
の
は
ず
で
し
た
・・・。 

◇
私
は
ハ
ル
ピ
ン
に
近
い
横
道
河
子
で
誕
生
、

翌1941

年
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。
記
憶
は

３
番
目
の
赴
任
地
、
東
洋
の
パ
リ
大
都
会
ハ
ル
ビ

ン
か
ら
で
す
。
ス
チ
ー
ム
暖
房
完
備
水
洗
ト
イ

レ
の
ア
パ
ー
ト
２
階
。
我
が
家
は
休
日
の
兵
隊
の

た
ま
り
場
と
な
り
、
軍
歌
ば
か
り
聞
き
、
３
歳

の
軍
国
少
女
と
な
っ
た
。
兄
は
徴
兵
で
女
子
供

ば
か
り
に
な
っ
た
開
拓
団
に
勤
労
奉
仕
。
そ
し
て

撫
順
に
い
た
時
終
戦
を
迎
え
た
。 

  

終
戦
一
週
間
前
に
ソ
連
が
侵
攻
。
「 

外
人
部

隊
」と
称
す
る
囚
人
兵
が
ま
ず
来
る
。
母
は
坊

主
頭
で
兄
の
制
服
を
着
、
ト
イ
レ

に
隠
れ
部
屋
を
作
っ
た
。
日
本
が

負
け
る
の
は
軍
人
か
ら
聞
き
知
っ

て
い
た
。
頼
み
の
関
東
軍
は
住
民

を
捨
て
て
退
却
。
満
鉄
中
心
に
民

間
が
避
難
民
を
受
け
入
れ
て
頑

張
っ
た
。
父
は
赤
十
字
の
腕
章
で

各
学
校
（収
容
所
）を
廻
る
。
所

内
で
は
チ
フ
ス
が
流
行
り
医
者
は

不
眠
不
休
で
働
い
た
。
一
軒
家
だ 

 

た
当
番
兵
の
金
髪
の
青
年
に
ピ
ア
ノ
を
弾
か
せ

た
。
お
礼
の
つ
も
り
か
。  

 

し
ば
ら
く
し
て
ソ
連
が
撤
退
。
国
民
党
軍
が

来
て
満
鉄
社
宅
に
分
宿
、
我
が
家
は
連
隊
長

の
宿
舎
に
な
り
同
居
生
活
が
始
ま
っ
た
。
毎
朝

の
点
呼
に
は
大
好
き
な
連
隊
長
‘連
ち
ゃ
ん
’

に
抱
っ
こ
さ
れ
、
私
が
答
礼
し
た
。
平
和
な

日
々
。1946
年
神
社
境
内
で
青
空
教
室
が
始

ま
る
。
引
き
揚
げ
事
業
が
始
ま
り
、
兄
と
祖
母

が
日
本
へ帰
っ
た
。 

 

あ
る
日
急
に
連
ち
ゃ
ん
た
ち
が
荷
を
ま
と
め

て
撫
順
を
出
て
い
っ
た
。
蒋
介
石
と
毛
沢
東
の

内
乱
に
な
り
、
国
民
党
に
代
わ
っ
て
八
路
軍
が

き
た
の
だ
。
ま
た
ア
パ
ー
ト
を
出
て
向
い
の
外

科
部
長
の
家
に
同
居
し
た
。
姉
は
頼
ま
れ
て
、

八
路
軍
の
兵
士
に
地
面
に
書
い
て
文
字
を
教

え
た
。
中
国
人
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。 

 

あ
る
日
、
長
の
つ
い
た
人
が
皆
捕
え
ら
れ
た
。

父
は
病
院
隣
接
の
保
健
局
の
所
長
も
兼
ね
て

い
た
が
、
保
管
し
て
い
る
２
万
人
分
の
青
酸
カ

リ
の
責
任
者
だ
っ
た
。
逃
げ
き
れ
ぬ
と
き
は
配

れ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
関
東
軍
が
真
先
に

逃
げ
命
令
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
父
は
鍵
を
開

け
ず
に
済
ん
だ
。
中
国
人
を
殺
そ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
。
疑
い
が
晴
れ
一
週
間
で 

帰
る
。
技
術
者
や
医
者
は
八
路
軍
か
ら
帰
国 

 

   

ま
る
。
止
ま
る
と
匪
賊
に
襲
わ
れ
る
の
で
、
中

国
人
の
運
転
手
に
集
め
た
お
金
や
指
輪
や
時

計
を
渡
し
、
止
め
な
い
よ
う
に
走
っ
て
も
ら
う
。 

 

葫
蘆
島
か
ら
引
揚
船
で
佐
世
保
に
つ
きD

D
T

 

を
浴
び
て
、
米
一
升
分
の
代
金
を
も
ら
っ
て
目

指
し
た
東
京
駒
込
は
、
ま
だ
瓦
礫
の
山
だ
っ

た
。
そ
し
て
武
蔵
野
町
の
住
民
と
な
っ
た
。
・・・ 

  

行
き
届
い
た
興
味
深
い
お
話
を
、
こ
こ
で
は
そ 

 

の
一
部
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
機
会
が
あ
っ
た
ら 

  

是
非
全
容
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
様
々
な
活 

  

動
で
お
顔
の
広
い
竹
山
さ
ん
。
参
加
74
名
。 

    

が
ん
サ
ポ
ー
ト
拠
点
に
つ
い
て
学
ぶ 

 

九
月
つ
ど
い
は
23
日
午
後
。
二
人
に
一
人
は

が
ん
と
い
う
時
代
の
が
ん
サ
ポ
ー
ト
の
現
状
や

知
識
をN

P
O

法
人
「 

マ
ギ
ー
ズ
東
京
」の
看
護

師
岩
城
典
子
さ
ん
か
ら
聞
き
、
後
半
は
体
験

者
、
当
事
者
も
交
え
、
こ
ん
な
場
が
あ
れ
ば
と
い

う
思
い
を
「 

マ
ギ
ー
ズ
東
京
に
学
ぶ
が
ん
サ

ポ
ー
ト
拠
点
を
武
蔵
野
に
」グ
ル
ー
プ
か
ら
。

武
蔵
野
市
は
患
者
会

が
少
な
い
。
平
井
医
院

跡
地
に
小
さ
く
て
も
機

能
を
入
れ
、
マ
ギ
ー
ズ
東

京
に
も
つ
な
ぎ
た
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
は
、
運
営
委
員
浅
井
氏
の
手
に
な
る

キ
ッ
シ
ュ
、
ラ
タ
ト
ィ
ユ
、
ビ
ー
フ
の
ワ
イ
ン
煮
込

み
が
出
さ
れ
、
情
報
交
換
と
お
し
ゃ
べ
り
、
味

覚
を
満
喫
し
ま
し
た
。
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
お
店

で
は
、
複
数
の
参
加
者
が
鮨
勝
の
穴
子
を
挙
げ
ま

し
た
。
お
店
リ
ス
ト
は
東
コ
ミ
窓
口
で
。 

 

 

 

 

  ８月納涼のつどい 

「吉祥寺の美食を語る」 
  レポート 浅井信也さん 
2019現在行ったことのある店 
リスト114店舗、パン屋21店
舗。 
 ２度の目視によると、吉祥寺 
駅エリア飲食店数873店。 
一番の集積地は、駅と井之
頭通りの間の２２４店。 

つ
ど
い
へ 

ど
う
ぞ 

十
月

24
日
（木
）
の
つ
ど
い
は
「 

吉
祥
寺
東
町
農
業
公
園
」

に
つ
い
て
。
次
号
で
報
告
し
ま
す
。 

 



  

街づくりができるのは、そこで生活生活生活    する私たちでする私たちでする私たちですすす。。。 
三
コ
ミ
ネ
ッ
ト
市
議
と
の
懇
談
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
25
日 

九
浦
の
家 

  
議
員
は
新
人
議
員
も
含
め
14
名 

参
加
者

58
名
、
高
校
生
も
。
３
グ
ル
ー
プ
で
地
域
課

題
と
第
六
期
長
期
計
画
に
つ
き
意
見
交
換

し
ま
し
た
。 

 

議
員
か
ら

は
、
吉
祥
寺

南

口

辺

の

整

備

の
遅

れ
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン

ま
と
ま
ら
な

い
、
保
育
園
・

病
院
・道
路

の
開
発
な
ど

の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、

情
報
提
供
と
周
知
が
必
要
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。 

住
民
か
ら
は
、  

 

女
子
大
通
り
拡
幅
は
住
民
と
の
意
思
疎
通

に
欠
け
た
。
都
道
で
も
市
は
市
の
課
題
と
し
て

考
え
る
べ
き
。
保
育
園
・女
子
大
通
り
・外
環
・

南
病
院
と
も
市
よ
り
の
情
報
発
信
が
遅
い
。
決

ま
っ
て
か
ら
出
す
な
、
事
前
に
聞
け
。
現
実
的

に
考
え
、
勉
強
し
な
が
ら
話
し
合
わ
な
い
と
だ

め
で
は
な
い
か
。
な
ど
の
意
見
。 

長
期
計
画
は
未
来
地
図
、
将
来
像
の
描
き
方

が
弱
い
。
子
ど
も
が
希
望
を
持
て
る
こ
と
を
。
市

政
に
は
、
現
場
視
点
を
。
新

IT
ツ
ー
ル
を
使
っ

た
情
報
共
有
を
な
ど
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
武
蔵
野
市
は
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
は

手
厚
い
が
先
頭
で
は
な
く
な
っ
た
。
高
い
負
担

に
見
合
っ
て
い
る
の
か
。
武
蔵
野
市
は
本
当
に

市
民
自
治
を
大
事
に
し
て
い
る
の
か
な
ど
問
い

か
け
も
あ
り
、
議
員
は
正
し
い
情
報
持
て
る
の

だ
か
ら
伝
え
て
ほ
し
い
と
要
望
が
で
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

南
病
院
は
用
途
地
域
変
更
の 

 
 

地
区
計
画
中
。
都
計
審
に  

  

病
院
用
地
の
用
途
変
更
を
め
ざ
す
「 

地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」は
、
南
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
と
、
第
１
回
の
話
し
合
い
を
七
月

10

日
に
行
い
ま
し
た
。
「 

病
院
用
地
の
用
途
変
更

と
容
積
率
の
緩
和
の
お
願
い
と
周
辺
の
環
境

変
化
を
緩
和
す
る
意
味
か
ら
、
病
院
も
土
地

を
提
供
し
コ
ミ
セ
ン
南
側
ひ
ろ
ば
の
一
部
も
含

め
、
新
病
院
南
側
に
東
西
の
自
由
通
路
お
よ

び
公
園
緑
化
を
行
い
た
い
」と
い
う
も
の
。
広

場
は
非
常
時
の
避
難
場
所
と
し
て
使
え
る
よ

う
備
蓄
倉
庫
も
置
き
、
コ
ミ
セ
ン
の
管
理
地
と

な
っ
て
い
る
。
多
く
の
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
、
コ

ミ
セ
ン
と
の
話
し
合
い
は
継
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

「 

吉
祥
寺
東
町
一
丁
目
市
有
地 

 

利
活
用
「
検
討
委
員
会
」
で
検
討
中 
  

検
討
委
員
会
に
、
東
町
か
ら
、
東
部
福
祉
の

会
栃
折
さ
ん
、
東
コ
ミ
セ
ン
青
木
さ
ん
、
公
募

で
中
村
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。
第
１
回
八
月 

16
日
、
第
２
回
が
十
月
３
日
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
１
回
、
互
選
で
委
員
長
亜
細
亜
大
学
名
誉

教
授
の
栗
田
充
治
氏
を
選
出
。
副
委
員
長
は

明
星
大
学
人
文
学
部
山
井
理
恵
教
授
で
す
。 

こ
の
回
は
自
己
紹
介
と
日
程
調
整
、
土
地
取

得
の
経
過
と
現
状
、
土
地
の
課
題
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
検
討
結
果
報
告
。
福
祉
目
的
で

譲
ら
れ
た
土
地
で
あ
り
、
３
年
前
「 

岡
田
さ
ん

ち
」閉
館
後
、
東
部
地
区
に
は
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
が
な
く
な
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
施
設

を
最
優
先
さ
せ
た
い
と
の
福
祉
部
の
意
向
、
第

６
期
長
期
計
画
と
の
関
係
も
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
多
世
代
利
用
が
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ミ
セ
ン
で
で
き
る
こ
と

は
コ
ミ
セ
ン
で
が
市
の
基
本
方
針
の
よ
う
で
す
。 

 

委
員
会
傍
聴
で
き
ま
す
。
市
報
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
記
録
は
一
月
遅
れ
で
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

外
環 

N
ow

 

「 

武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路
に
関
す

る
話
し
合
い
の
会
の
中
間
ま
と
め
」作
業
部
会

は
、
34
回
に
。
追
い
込
み
に
入
り
、
都
側
の
答

弁
部
分
を
整
理
中
。
激
闘
で
す
。
大
深
度
ト
ン

ネ
ル
は
、
北
行
小
田
急
小
田
原
線
と
神
明
橋

の
中
間
点
。
南
行
は
目
白
通
り
北
手
前
ま
で
。 

 

女
子
大
通
り
拡
幅
計
画
に
関
す
る
陳
情 

  

女
子
大
通
り
を
考
え
る
会
の
陳
情
が
、
九
月

12
日
市
議
会
建
設
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
（次
回
十
一
月
）。 

 

第
６
期
長
期
計
画
（案
）都
市
基
盤
都
市
計

画
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
推
進
の
項
で

「 

誰
も
が
安
全
・安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

拡
幅
す
る
必
要
が
あ
る
」と
、
東
京
都
へ事
業
化

を
要
請
す
る
ー
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
。 

 

「 

住
民
と
の
協
議
を
継
続
す
る
」「 

市
か
ら
東

京
都
に
対
し
て

拙
速
に
事
業

着
手
を
し
な
い

こ
と
を
要
請
」

「 

歩
道
整
備
の

問

題

を

16

m
の
拡
幅
計

画
と
切
り
離

し
問
題
解
決

に
取
り
組
む
こ

と
」の
３
点
。 

 
 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

大
型
台
風

19
号
、
被
害
の
全
貌
は
呆

然
と
す
る
ば
か
り
。
雨
は
猛
烈
な
が
ら

風
は
15
号
や
昨
年
の
方
が
強
か
っ
た

か
。
地
震
ま
で
発
生
。
稲
荷
前
駐
在
吉
祥

女
子
あ
た
り
も
無
事
。 

◎
九
月
７
日
15
号
台
風
で
、
女
子
大
前
ア
テ
ス
ウ
ェ
イ

の
モ
ミ
の
木
が
一
本
倒
れ
た
。 

◎
19
号
で
本
宿
コ
ミ
セ
ン
雨
漏
り
。
５
日
間
休
館
。 

◎
十
月
５
日
四
小
運
動
会
、
晴
天
の
も
と
白
勝
利
。

高
学
年
の
「み
か
ぐ
ら
」健
在
。
生
徒
席
に
も
テ
ン
ト
。 

◎
九
月
初
め
宮
本
小
路
の
道
路
排
水
施
設
側
溝
清

掃
。
大
雨
に
備
え
年
度
末
ま
で
順
次
実
施
。
右
写
真 

棒
に
つ
け
た
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
吸
い
上
げ
、
水
で
流
す
。  

◎
十
月

11
日
台
風
接
近
の
中
、
ほ
っ
と
も
っ
と
後
に

「ま
い
ば
す
け
っ
と
」(

イ
オ
ン
系
の
生
鮮
食
品
・食
品
マ

ル
エ
ツ
の
ミ
ニ
版)

オ
ー
プ
ン
。 

◎
九
月
第
４
週
、
五
日
市
街
道
宮
本
小
路
公
園
東

隣
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
地
下
に
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ
「
ハ
イ
ア
ル
チ
」オ
ー
プ
ン
。 

◎
コ
ピ
ス
向
か
い
「
コ
コ
マ
ル
シ
ア
タ
ー
」残
念
な
が
ら

九
月
11
日
ラ
ス
ト
上
映
。
そ
の
後
閉
館
。 

◎
宮
本
小
路
公
園
南
向
か
い
「
た
る
た
る
ほ
る
も
ん
」

九
月
で
閉
店
、
取
り
壊
し
予
定
。
昔
昔
は
法
政
の
生

徒
た
ち
が
パ
ン
な
ど
買
う
店
で
し
た
。 

◎
宮
本
小
路
公
園
向
い
マ
ル
ヤ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
十
一
月

閉
店 

◎
七
月
３
日
本
宿
校
庭
水
あ
そ
び
大
会
に 2

5
0

人 

◎
小
林
幸
一
郎
さ
ん
七
月
17
日
フ
ラ
ン
ス
で
パ
ラ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
世
界
選
手
権
４
連
覇
。
51
歳
！ 

◎
武
蔵
野
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
本
宿
地
区
（
七
月

22
〜

24
日
）は
雨
に
は
降
ら
れ
た
け
れ
ど
、
晴
れ
間
に
出

か
け
た
先
で
見
つ
け
た
水
晶
の
釜
（石
の
窪
み
）に
大

き
な
水
晶
が
あ
っ
た
り
、
カ
ブ
ト
虫
の
大
き
な
メ
ス
を

捕
ま
え
た
り
。
肝
試
し
の
時
に
鹿
が
現
れ
た
り
。 

◎
八
月
17
・
18
日
本
宿
地
区
盆
踊
り
、
今
年
は
終

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ８月納涼のつどい 

「吉祥寺の美食を語る」 
  レポート 浅井信也さん 
2019現在行ったことのある店 
リスト114店舗、パン屋21店
舗。 
 ２度の目視によると、吉祥寺 
駅エリア飲食店数873店。 
一番の集積地は、駅と井之
頭通りの間の２２４店。 

九浦の家の庭に来た赤とんぼ→ 



ア
ジ
ア
記
録
、
資
料
は
窓
口
で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
２
，
３
回
記
録
あ
り
ま
す
。 

 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
中
央
ア
ジ
ア
篇
１ 

「 
食
と
人
々
の
暮
ら
し
」  

六
月

29
日

14
時
～ 

お
話 

先
崎
将
弘
さ
ん 

 

「 

お
い
し
い
中
央
ア
ジ
ア
協
会
」

専
務
理
事 

 
ス
タ
ン
系
と
呼
ば
れ
る
国
で
構

成
さ
れ
て
い
る
中
央
ア
ジ
ア
は
、

歴
史
的
な
交
易
路
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
舞
台
。
美
し
く
雄
大
な
山

岳
地
帯
や
古
都
サ
マ
ル
カ
ン
ド
な
ど
世
界
遺
産
や

遺
跡
が
多
く
あ
り
、
近
年
は
稀
少
な
地
下
資
源

と
石
油
・天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
か
ら
『 

新
中
央
ア
ジ
ア

時
代
』と
も
言
わ
れ
る
最
も
注
目
の
地
域
で
す
。 

第
一
回
目
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
央
ア
ジ

ア
の
入
門
編
と
し
て
、
民
族
や
宗
教
・内
乱
な
ど

何
千
年
も
続
く
難
し
い
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も

人
々
が
ど
う
暮
ら
し
て
い
る
の
か
。
食
を
通
じ
て

探
っ
て
み
ま
し
た
。
ピ
ラ
フ
の
源
も
中
央
ア
ジ
ア

に
。
リ
サ
ー
チ
す
る
と
、
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
「 

胡
」と
い
う
字
に
由
来
す
る
食

品
の
源
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。 

 
 

 

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う 

中
央
ア
ジ
ア
篇
２ 

「悠
久
の
大
地
へ
の
い
ざ
な
い
」 

七
月

20
日 

 
 

 
 

 

講
師 

小
松
久
男
東
大
名
誉
教
授 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
展
開
さ
れ
る
中
央
ア
ジ
ア
は

1991

年
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
の
５
か
国
を
さ
す
。
パ
ミ
ー
ル
の
大
砂
漠

地
帯
が
あ
り
、
山
岳
、
オ
ア
シ
ス
の
点
在
す
る
雄
大

な
景
観
だ
。
歴
史
の
主
人
公
は
草
原
の
遊
牧
民
と

オ
ア
シ
ス
の
定
住
民
で
、
互
い
に
関

係
し
文
化
を
織
り
な
し
た
。 

 

大
草
原
に
住
む
遊
牧
民
は
馬
に
よ

る
機
動
力
で
圧
倒
的
軍
事
力
を
持

ち
広
大
な
国
家
を
建
設
し
た
。
草

原
か
ら
南
に
下
る
と
緑
豊
か
な
オ
ア
シ
ス
都
市
が

あ
り
、
古
く
か
ら
高
度
な
文
明
を
築
い
て
い
た
。
ソ

グ
ド
人
は
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ブ
ハ
ラ
、
サ
マ

ル
カ
ン
ド
に
い
た
イ
ラ
ン
系
の
人
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

を
横
断
す
る
商
業
を
行
い
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
担
い
手

だ
。
草
原
の
民
は
テ
ュ
ル
ク
系
の
人
々
で
、
徐
々
に

南
に
下
り
、
イ
ラ
ン
系
ペ
ル
シ
ャ
語
と
テ
ュ
ル
ク
語
両

方
を
話
す
。 

 

そ
の
後
の
歴
史
は
、
い
く
つ
か
の
大
国
に
よ
っ
て
紡

が
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
が
進
出
し
帝
国
を
築
く
。
ハ
ン
は

チ
ン
ギ
ス
家
の
血
統
の
み
継
ぐ
。
モ
ン
ゴ
ル
の
後
、
英

雄
テ
ィ
ム
ー
ル
に
よ
っ
て
テ
ィ
ム
ー
ル
朝(

14
・
15
世

紀)

が
築
か
れ
た
。
サ
マ
ル
カ
ン
ド
が
首
都
。
遊
牧
民

の
軍
事
力
と
定
住
の
都
市
住
民
の
経
済
力
を
ま

と
め
上
げ
高
度
な
文
明
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。 

 
次
に
ム
ハ
ン
マ
ド
の
教
え
に
し
た
が
っ
た
ア
ラ
ブ
の

軍
勢
が
進
出
し
、
一
世
紀
の
間
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の

大
帝
国
サ
ー
マ
ン
朝
を
築
く
。
ソ
グ
ド
人
は
激
し

く
抵
抗
す
る
も
の
の
、
徐
々
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改

宗
し
、
そ
れ
以
前
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、
仏
教
な
ど

の
宗
教
が
イ
ス
ラ
ー
ム
一
つ
に
な
っ
た
。 

 

19
世
紀
の
半
ば
ロ
シ
ア
が
、
ま
ず
草
原
を
支
配

し
、
次
に
軍
事
力
で
オ
ア
シ
ス
を
征
服
し
て
中
央
ア

ジ
ア
を
植
民
地
化
し
た
。
ロ
シ
ア
は
第
一
次
世
界

大
戦
で
ド
イ
ツ
と
闘
い
、
植
民
地
で
の
反
乱
も
あ

り
、
内
側
か
ら
崩
壊
し
、
そ
こ
に
革
命
が
起
こ
っ

た
。
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
に
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
体
制
が
成
立(1917-1920

年
代)

し
た
。 

 

し
か
し
、
革
命
は
植
民
地
か
ら
の
解
放
で
は
な

か
っ
た
。
権
力
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
が
握
り
、1924

年
に

現
在
の
民
族
別
の
中
央
ア
ジ
ア
５
か
国
の
枠
組
み

が
で
き
た
。 

こ
こ
か
ら
が
先
生
の
専
門
の
近
現
代

史
。
以
下
は
記
録
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

興
亡
の
歴
史
を
、
画
像
を
交
え
話
さ
れ
、
中
央
ア

ジ
ア
の
魅
力
、
興
味
が
さ
ら
に
喚
起
さ
れ
た
思
い

が
し
た
。 

小
松
フ
ァ
ン
も
い
て
、
参
加
者

65
名
の

超
満
員
。
皆
さ
ん
満
足
の
ご
様
子
で
し
た
。 

中
央
ア
ジ
ア
３ 

 

坂
井
弘
紀 

和
光
大
学

表
現
学
部
教
授 

 

九
月

21
日

14
時
〜 

「 

草
原
の
騎
馬
文
化
〜
語
り
継
が
れ
た 

 

文
芸
の
世
界
」 

 

季
節
移
動
を
繰
り
返
す
遊
牧
生
活
と
機
動
性
の

高
い
騎
馬
文
化
。
夏
営
地
と
冬
営
地
を
行
き
来
し

た
。
四
畜
に
蜂
や
ア
ヒ
ル
も
家
畜
。
馬
は
特
別
に

大
事
だ
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
東
西
を
結
ぶ
遊
牧
民
で

シ
ャ
マ
ニ
ス
ム
・テ
ン
グ
リ
信
仰
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、

仏
教 

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
多
様
な
宗

教
で
垂
直
多
層
的
世
界
観-

世
界
樹
。
歴
史
、
宗

教
の
坩
堝
で
色
々
な
宗
教
の
施
設
が
共
存
。
現
在

は
、
ど
こ
も
高
層
ビ
ル
広
い
道
路
な
ど
、
一
見
近
代

都
市
で
あ
っ
て
、
遊
牧
の
気
配
も
感
じ
ら
れ
な
い
。 

 

中
央
ア
ジ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
は
「 

無
文
字
社
会
」

の
豊
か
な
精
神
文
化
。
口
承
文
芸
の
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
は
、
共
同
体
と
伝
統
的
な
語
り
の
場
で
成
り

立
つ
。
叙
事
詩
は
習
俗 

信
仰 

歴
史 

教
訓 

世
界

観
の
百
科
事
典
で
、
自
ら
の
歴
史
を
示
す
史
料
。 

 

定
住
化
と
近
代
化
に
よ
り
「 

語
り
の
伝
統
」か
ら

叙
事
詩
の
記
録
出
版
、
研
究
へ。
英
雄
は
新
共
和

国
で
国
家
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
「 

英
雄
叙
事

詩
」は
学
校
で
教
え
ら
れ
、
ア
ニ
メ
や
映
画
の
題
材

と
な
る
。
馬
が
重
要
な
役
割
。
ト
ン
ブ
ラ
（二
胡
）

と
の
語
り
は
音
楽
性
高
い
。
日
没
後
に
語
ら
れ
、

聴
衆
の
反
応
が
出
来
を
左
右
す
る
。1916

年
の
中

央
ア
ジ
ア
反
乱
で
す
ら
、
古
来
の
手
法
で
歌
わ
れ
た
。  

 
 

 
坂
井
先
生
の
専
攻
は
伝
承
の
比
較
研
究 

 

テ
ユ
ル
ク
系
民
族
「 

ア
ル
バ
ム
ス
・バ
ト
ゥ
ル
」と
日

本
の
幸
若
舞
「 
百
合
若
伝
説
」、
カ
ザ
フ
の
「 

エ
ル
・

ト
シ
ュ
テ
ク
」と
「 
甲
賀
三
郎
」（諏
訪
地
方
伝
説
）

に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
た
。
こ
の
比
較
研
究
は
、
世

界
に
広
が
る
類
話
同
士
の
関
係
を
解
明
す
る
中

で
、
日
本
の
伝
承
・民
話
が
世
界
的
に
ど
う
位
置
付

け
ら
れ
る
か
の
「 

た
た
き
台
」に
な
る
そ
う
で
す
。  

小
峰
虫
お
じ
さ
ん
と 

 
 

 

七
月
27
日
10
時
～  

 

九
浦
の
庭
の
生
き
物
探
し 

雨
後
の
快
晴
。
四
小
、

本

宿

小
、
東

保

育

園
、
樫
の
実
幼
稚
園

な
ど
、
５
〜
７
歳
、
小

学
生
は
低
学
年
で
低

年
齢
化
が
目
立
つ
。 

小
峰
光
弘
さ
ん
か
ら

昆
虫
の
体
の
構
造
や
目
、
目
の
退
化
し
た
虫
は
ど

う
食
べ
物
を
探
す
か
、
１
本
の
糸
し
か
出
さ
な
い
ク

モ
の
獲
物
の
捕
ま
え
方
な
ど
聞
い
た
後
、
庭
へ
出
て

虫
の
い
そ
う
な
所
、
ど
う
探
す
か
な
ど
、
説
明
を

聞
き
な
が
ら
皆
で
探
し
た
。
今
年
は
梅
雨
が
長

く
、
気
温
が
低
か
っ
た
せ
い
か
、
ま
だ
育
っ
て
い
ず
、

小
さ
く
て
、
幼
虫
、
亜
成
体
の
も
の
ば
か
り
。 

 

40
分
過
ぎ
て
も
虫
取
り
に
夢
中
で
部
屋
に
戻

ら
な
い
。
さ
て
、
捕
ま
え
た
虫
は
、
少
し
珍
し
い
銀

メ
ッ
キ
ご
み
グ
モ
、
あ
し
な
が
グ
モ
、
キ
レ
ワ
ハ
シ
ト

リ
グ
モ
な
ど
も
見
つ
か
っ
た
。
ダ
ン
ゴ
ム
シ
と
ワ
ラ
ジ

ム
シ
の
違
い
な
ど
も
面
白
く
聞
い
た
。
蝉
ゼ
ロ
。 

子
ど
も
の
質
問
に
は
、
毒
ぐ
も
は
ど
の
く
ら
い
い
る

の
？ 

分
類
の
話
な
ど
少
し
高
度
な
物
も
あ
っ
た
。  

▼
受
付
、
女
性
ト
イ
レ
に
「 

女
性
相
談

カ
ー
ド
」（
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
）  

▼
コ
ミ
セ
ン
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
。

支
え
合
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
検
討
。 

▼
諸
般
の
事
情
で
フ
リ
マ
は
年
１
回
に
。

秋
の
フ
リ
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
。 

▼
九
月
24
日
吉
祥
寺
東
落
語
会
。
三
朝
さ
ん
蜘

蛛
駕
籠
と
あ
く
び
指
南
の
２
席
で
し
た
。 

▼
十
月
３
日 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
研
究
連
絡
協
議
会
定
例
会 

▼
昨
年
の
台
風
で
大
木
が
折
れ
た
の
で
、
事
前
に

庭
の
樹
の
上
部
切
り
詰
め
。 

▼
バ
ス
研
修
は
十
月

23
日
昭

和
天
皇
記
念
館
と
道
の
駅 

▼
印
刷
機
新
機
種
に
入
替
。 

  東コミ局 
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